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2013/６/18 フレンズ TOHO 定期総会「記念講演会」

「世界が注目する朝鮮半島」
コリア・レポート 編集長　辺　真一 氏

代表取締役　木　村　憲　藏

こんにちは。ご紹介にあずかりました、辺真一と
申します。私の名前「辺」は、韓国では珍しいと言
われています。中国からきたと父親から聞きました。
日本人よりにんにくと唐辛子の血を引いているだ
け、韓国・韓国人、朝鮮・朝鮮人のことはよく解っ
ているつもりです。また、日本で生まれ育っただけ
に、韓国・朝鮮の人よりは日本・日本人のことを知っ
ているつもりです。ですから、日本と朝鮮半島、韓
国、北朝鮮との間にブリッジを掛けたいと思ってい
ます。「日本と韓国、日本と北朝鮮、韓国と北朝鮮が
仲良くなればな」という思いで40年以上、ジャーナ
リスト活動を続けてまいりましたが、残念ながら、
韓国と北朝鮮は未だもって統一に至っていないんで
すね。日本と韓国も国交を結んで48年経ちました
が、依然として歴史認識や領土問題をいがみ合う状
況が続いているという状態。日本と北朝鮮とは、ご
承知のように拉致の問題があり、不幸なことに終戦
後68年経っても国交に至ってないんです。これは
日本、北朝鮮いずれにとっても好ましいことではな
い。向こう三軒両隣といいますが、日本は領土問題
を抱えています。中国とは尖閣諸島の問題、韓国と

は領土問題、ロシアとは北方領土の問題があり、北
朝鮮とは領土問題ではなくて拉致の問題です。

韓国は動物に例えますとトラですね。1988年ソウ
ルオリンピックを私たち韓国人はホドリオリンピッ
クと呼んでいました。ホドリというのはトラのマス
コットでタイガーを指すんです。中国はかわいらし
いパンダですね。中には、尖閣諸島を乗っ取ろうと
しているので、かわいいパンダには見えない、むし
ろ狼に近いとお思いの方もいらっしゃるんでは。な
らば、日本は前門のトラ、後門の狼に挟まれている
ということになるんではないでしょうか。そして、
右上の方を見ますと北方領土のあるロシアがありま
すね。ロシアを動物に例えますと熊、北極ですから
白熊ですね。こうなると日本はトラ、狼、熊とにら
み合っている状態ですね。日本を象徴する動物はト
キと言われますが、トキだと食べられてしまいます
から立ち向かうことはできません。秋田犬、土佐犬、
確かに強そうですが、やはり３頭を相手にするのは
容易なことではないですね。ですから、これからの
日本の安全・平和・繁栄の観点からしますと、向こ
う三軒両隣との複雑な問題を、知恵をしぼって解決

するということがこれから
の日本の選択ではないかと
思っています。

私は韓国人ですので、竹
島問題についてお話したい
と思います。皆さんは日本
人ですから、竹島は日本の
固有の領土であると思われ
ていると思います。私は、正
直なところどちらの領土か
ということは解りません。
韓国の文献や海賊が言って



（3）第 36号

いることを見ますと「一理あるな」と思います。し
かし、日本の古文書や資料などを見ますと「やっぱ
り島根に帰属した日本の領土ではないか」と思った
りするんです。私は韓国人だから韓国の領土である
というつもりはさらさらありません。韓国人だから
という、盲目的な愛国心はこれっぽちも持っていま
せん。善悪はきちんと主張しようと思っております。
韓国に不利な発言をして韓国から国賊扱い、あるい
は売国奴というレッテルを貼られることがたびたび
ありますが、まったく意に介していません。日本と
韓国が仲良くやってもらいたいと思っております。

この竹島の問題は、難しい問題であることには間
違いありませんが、大事なことは相手の言い分に耳
を傾けるというような、度量と余裕を双方がもつ必
要があると思うんです。例えば、皆さん方の耳には、
犬の鳴き声は“ワンワン”に聞こえると思いますね。
ところが、不思議なことに韓国人には“モンモン”
にしか聞こえないんですね。耳がおかしいんじゃな
いのと言われても、やはり“モンモン”なんです。
日本人からすると“モンモン”だと言われても、や
はり“ワンワン”だと言われると思います。これを
主張しあっても、水掛け論ですよね。大事なことは、
そう言われてじっくり聞いてみると「“ワンワン”と
聞こえるな」、飼っている犬の鳴き声を聞いてみたら

「“モンモン” と聞こえなくもないな」という気持ち
を、日韓双方が持つということが大事じゃないかな
と思うんですね。

私は、韓国でも講演をすることがよくあります。
韓国人はずばり聞いてきます。「だいたい竹島とい
う名前がいかがわしい」「竹が一本も生えてないじゃ
ないか」と言うんですね。竹が生えてないからいか
がわしいという発想なんですね。韓国はこの島を独
島（トット）と発音します。韓国が実行支配して韓
国の警備兵が駐屯しています。島根の人たちからす
るとトットと出て行ってくれという気持ちじゃない
でしょうか。これを売り言葉に買い言葉という。こ
ういうやり取りをしてもこの問題は解決しないんで
すね。

日本と韓国は国交を結んでよかったなとつくづく

思います。今から48年前の1965年、日本と韓国の
国交が結ばれた時の人の往来はたったの１万人、そ
れが今は500万人。48年前の1965年では、好きか
嫌いかというと、韓国人の圧倒的多数が、日本人の
大多数が相手に対して嫌いだと、良い感情は持って
いないんですね。しかたがないですね。韓国は日本
の植民地統治から開放されて、まだ20年も経ってい
ません。一方、日本は李承晩ラインといって、日本
の漁船が片っ端から拿捕されるという。そういうこ
とで非常に仲が悪かったんですね。でも、「このま
まではだめだ」「40年後50年後のことを考えて仲直
りすべきだ」と。当時、岐阜県の政治家で大野伴睦
という方がみえまして、自民党副総裁で党内一の反
韓、韓国嫌いの方だったらしいんですね。韓国嫌いの
政治家が韓国と握手をしなければ、国交は結べない
ということになりまして、それじゃあ俺が乗り込も
うということだったらしいですね。大野さんが韓国
に行った時も、竹島問題をどうしようか、日本と韓
国の間で将来に禍根を残さないようにと、あれこれ
やったんですが�。それから48年経ち、そのつけを
今、私たちが負っているんですね。中には、こうい
う難しい問題は次の世代に任そうという人々もいる
んです。尖閣諸島もそうですが、それは無責任だと
思うんですよね。私たちの世代で知恵を絞って解決
する。いやなことを後回しにするんではなく、解決
していくべきではないかと思います。そこで、建設
的な提案をさせていただいているんです。「この際、
双方とも手を引いて昔のままの無人島にしましょ
う」「島の周辺海域を共同で開発してはどうでしょ
うか」と提案をしているんですが、日本も韓国もい
やだというんです。何で自分の領土から手を引かな
いといけないのかと。では、手を引くのが難しけれ
ば、竹島は日本に近い東島、韓国に近い西島の２つ
の島から成っているのだから、「この間に中間線を引
いて分割共有するのはどうでしょうか」とテレビ番
組で主張したところ、これまた双方から猛烈な反発
をうけたんです。でも、これを戦争、武力で決着を
つけるんですかということなんですよね。何度も言
いますが、人は500万人、貿易は800億＄でお互い
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が第３のパートナーとなり、切っても切れない間柄
なのに、何もない無人島をめぐって武力衝突なんて
とんでもない話ですね。手は引かない、共有もでき
ない。では、どうするか。最後の提案をしたいと思
います。九州と朝鮮半島の南部を海底トンネルで結
び、朝鮮半島と日本列島を一つにしてしまってはど
うでしょう。これは、日本人の果てしなき夢、戦前
の構想だったです。1930年代に JR の前身である旧
国鉄が日欧鉄道構想を打ち上げたんです。当時、日
本は朝鮮半島を植民地統治下にしており、さらに中
国の満州一帯を支配下にしておりましたので、鉄道
を通そうとしておりました。満州鉄道から更に先の
ヨーロッパまでを考えていました。これが日欧鉄道
構想というものです。こういう構想を持っていたん
ですね。それが朝鮮戦争勃発で頓挫し、日本の夢は
やぶれてしまいました。当時は軍事的に支配し軍事
力で進出していましたが、今は時代が違いますから、
経済、文化、あるいは情報で大陸に行こうじゃない
か。そのために鉄道あるいはトンネルを通すことを、
未来のプロジェクトとして日本と韓国が共同で追求
したらどうだろうかと思います。これこそまさに日
韓の未来プロジェクトとして良いんじゃないかと。
九州の佐賀・長崎・壱岐・対馬と韓国の釜山を繋い
でいくと全長約230㎞で、青函トンネルの４倍弱で
す。日本と韓国の双方から掘れば、うまくいけば12
年くらいで完成できるかもしれません。総工費は10
兆円をくだらないと思うんですが、日韓で折半すれ
ば５兆円程度で済みます。リニアモーターカーが完
成しますと１時間で500㎞として、九州福岡から韓
国ソウルまで650㎞なので、１時間10分そこそこで
着いてしまうという、夢のような話ではないかと思
うんです。韓国の方から、再三「やりませんか」と
日本に打診がきているんですが、日本は動かないん
ですね。日本からすると大陸は西側に位置しており、

西の最終地点（駅）は、朝鮮半島の縦断鉄道を通っ
て、１本はウラジオストックからハバロスク、モス
クワさらにシベリア鉄道を通ってヨーロッパまで、
もう１本は釜山からソウル、平壌、山東さらに満州
鉄道を通ってヨーロッパまで行くんです。ヨーロッ
パの終着地点はアムステルダムです。これが、日本
の貿易に莫大なる恩恵をもたらす所以なんです。と
ころが、日本側が動かないので韓国はとうとうしび
れを切らし、今は中国のチンタオとの間で海底トン
ネルを通す話が持ち上がっています。くどいようで
すが、５年後10年後ではなく、20年後30年後50
年後という先を読んで結論を出していただきたいと
思いますね。日本人は何事にも慎重である、もう少
し待ってはどうかと進言していますが、どうやら時
間切れのようです。今のままですと、絵に描いた餅
になってしまいます。残念ですね。今、朝鮮半島の
38度線で衝突していますが、38度線は必ずなくな
ります。南北がいがみ合っていますが、これは必ず
なくなります。20年後になるか30年後になるかわ
かりませんが、そうなると朝鮮半島の縦断鉄道が開
通するのは間違いないですよね。釜山は、縦断鉄道
が通れば満州鉄道に繋がって、さらに貿易は拡大す
るでしょうね。朝鮮半島と繋がるということは非常
に大事なことではないでしょうか。イギリスは日本
と同じ島国ですが、フランスと海底で繋がるという
ことで大きな躍進を遂げているんです。

日中の尖閣諸島問題、日露の北方領土問題もあり
ますが、時間がないので省きます。日本と韓国のこ
とを考えた時、違いを認めていただきたいんです。
例えば、箸の長さは中国が一番長く、一番短いのは
日本です。韓国は普段はしゃもじを使います。これ
もよく考えればわかることですが、日本人はお茶碗
を持って口に運びますから、箸が短くないといけな
いんです。中国人は大家族で大皿を囲んでそれぞれ
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名　誉　会　長　下 出 玲 子
代表取締役社長　下 出 啓 介

の受け皿に取って食べないといけませんから、箸が
長くないと届かない。朝鮮半島はどうかというと、
日本と中国の真ん中だから長くもなく短くもない。
声の大きさもそうなんですね。中国人の声の大きさ
は半端じゃないですよね。次に大きいのは韓国人で、
最後に日本人です。うるさいなあと思っても仕方な
いですよね。寝床についても日本人は畳の上に布団
を敷きますね。韓国は床の上です。中国はベッドの
上に布団を敷いているんです。昔からそうしてきた
からしかたないですよね。それを認め合わなくては
いけないんですよ。女性の皆さん方にしても、日本
はぴったりとした和服ですよね。韓国人はフワッと
したチマチョゴリ、中国人はチャイナドレスですね。
そういうことも含めて認め合うという気持ちが大事
なことだと思います。本当の相互理解は、お互いの
共通点ではなくて、お互いの違いを認め合う理解す
るということではないでしょうか。文化、伝統的な
文化の違いを認め合うことが国と国の関係でも大事
だと思います。

日本と韓国について非常に残念だと思ったのは、
３年前、日韓併合100周年の時に韓国のＫＢＳテレ
ビと日本のＮＨＫが共同世論調査をした時、おもし
ろい結果が出ました。日本人に「真っ先に思い浮か
ぶ韓国人は？」と聞いたところペ・ヨンジュンと回
答があり、同じように韓国人に聞いたところ伊藤博
文と答えたのです。100年経ったら日本はペ・ヨン
ジュン。100年経っても韓国は伊藤博文なんです。
これも事実です。このアンケートは、過去を忘れた
がる日本人と過去にこだわる韓国人という結果です
が、非常にわかりやすいと思います。そういうこと
も認め合ってもらいたいですね。

北朝鮮とだけは領土問題はないけれど、拉致問題
があります。この拉致問題をどう解決していくかと
いうことですが、なんとしても解決しなければなら

ないんです。安倍政権としても何とかしないといけ
ないということで、飯島さんを平壌に行かせました
ね。私は、日本は独自に動くべきだと高く評価した
んですが、日本の外交はちゃちな外交といいますか、
うまくない。飯島氏はスタンドプレイで、特使でも
なく親書もない。そんなことで解決するんですかと。
小泉総理からまる11年経って、まったく進捗してな
いんですね。金正日が亡くなりました。その時に、
日本はなぜ弔電１本電話１本かけられないんだと言
いました。私の知るよき日本人の姿は、いくら嫌い
な人でも火事と葬儀の時は例外ですよね。向こうか
らすると、36年間植民地統治下においておきながら
今日まで一言の侘びもない、賠償もしない。まして、
日本から経済制裁を受けている。その状況下で東日
本大震災の時には、義捐金を送ってきたんですよね。
見舞いの電報も送ってきました。なのに、日本は線香
１本上げられないんでしょうか。もう少し思い切っ
た外交をやってみたらどうかと思いますね。拉致被
害者の家族の方の苦悩を考えたら、やり方を考えた
らどうでしょうか。飯島さんの訪朝は、日韓米の事
前協議もなく足並みを乱したと問題になっていまし
たが、拉致問題に関して韓国はまったく関心があり
ません。アメリカはミサイルの問題、核の問題に関
心はあっても、日本人拉致問題には関心はありませ
ん。第３国を当てにしてはだめなんです。いい例は
中国です。中国に何度お願いしてきたことか。日中
首脳会談の度に議題にあがり、その都度「協力は惜
しまない」と言っています。しかし、中朝の首脳会
談では拉致問題は議題にあがりません。中国は今、
満州に力を入れています。中国奥地につぎ込んでい
ます。満州は内陸側ですから、海に面した北朝鮮を
説得して押さえとかないといけないんです。経済的
に困ることが手っ取り早いんです。北朝鮮は貧しい
国ですが、資源が豊富です。金・銀・銅・鉄・亜鉛・
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マグネサイト・石炭・石灰石・黒鉛・チタン・ニッ
ケル・タングステン・コバルト・マンガン・クロム・
ウラン・レアアースと、韓国統計庁が試算したとこ
ろ600兆円あるというんです。これを中国は欲しい
んです。北朝鮮の鉄鉱石は新日鉄が買っておりまし
た。蟹、マツタケは日本が買っておりますね。これ
が拉致問題で日本に売れなくなりました。韓国に対
しては、島に砲撃したり軍艦を沈没させたりして、
経済協力、支援をすべてストップされました。日本
にも韓国にも売れなくなり、中国にしか売れなくな
りました。今の日朝関係のおかげで中国は北朝鮮の
地下資源を独り占めできるんです。その中国が拉致
問題で一肌脱ぎますか？資源外交の見地から中国に
とって都合がいいんです。それに、羅津・清津・元
山の３つの港が欲しいんです。中国がインフラ整備
をしてあげているんです。50年間、貿易港として使
うことになっていますが、問題は中国が軍港として
使いだすと怖いですね。資源外交の見地からも軍事
外交の見地からも、今の中朝関係は好ましくないと
思うのです。ですから、拉致問題を中国に頼むこと
はやめたほうがいいと思うんです。

中国と韓国と北朝鮮の三角関係ですが、三国時代
の高句麗と呼ばれた頃、中国に攻められっぱなしで
したよね。今、中国は世界第２位の経済大国で、北
朝鮮はアジアで一番貧しい国なんですね。1350㎞大
国と国境を接している小国ですから、北朝鮮はもっ
と中国の言うことを聞いたらどうかと思います。中
国は、核とミサイル問題についてもっと圧力をかけ
るべきだと思います。それ以外のことに対して、私
の意見は「ＮＯ」なんです。なぜかと言いますと、
経済的に従属・隷属されますと、政治的にも外交的
にも軍事的にも従属・隷属されるんです。中国は北
朝鮮の経済パトロンです。このままでいけば、その
うち政治的にも外交的にもさらに軍事的にも従属さ

せられるようになっていきます。今幸いに、北朝鮮
はこれ以上中国に従属されたくないと思っているん
です。ならば、韓国ともう少し仲良くするべきでは
ないかと思うんですが、韓国ともいやだと北朝鮮は
言っているんです。体力・経済力・国力からみれば
40対１くらいの大人と子どもですので、北朝鮮か
らみると吸収統合されてしまいそうなんです。韓国
は「統合はしない」と言っていますが、そのうち韓
国が北朝鮮を飲み込んでしまうんではないかと思い
ます。体力ができて対等に連合できるようにしたい
と北朝鮮は思っているんです。中国には従属・隷属
されてしまう、韓国には吸収統合されてしまうとい
うことを考えれば、一番安心・安全な付き合いがで
きるのは、海を隔てた日本になるんではないでしょ
うか？日本は、拉致問題がきれいに片付けば、核と
ミサイルの問題が決着すれば、国交正常化しようと
自民党政権下で言ってきたことです。北朝鮮にとっ
ても、日本の企業が進出・開発してくれれば600兆
円が２倍、３倍の価値になるということになるんで
す。日本にとっても日本海をはさんですぐのところ
に資源の豊富な国があり、かつては統治までして機
材を置いて引き上げてきた国ですから。1990年に
金丸氏を金日成が呼んだ時に「国交を結ぼう」とま
で言った経緯がありますが、そこまで言ってくると
は想像できませんでした。その理由は、当時ソ連が
韓国と国交を結ぶ交渉に入ったんです。ペレストロ
イカ外交で始まったんです。ソ連は北朝鮮の生みの
親で、シュワルナゼ外相が一言ことわりに行ったん
ですが、今の No.2金ヨンナムが出てきて、「裏切る
のか、そちらが韓国と国交を結ぶならば我々も日本
と国交を結ぶ」「日本と国交を結んだら、北方４島
問題で、我々は日本を支持することにする」。いま
だかつて領土問題で日本の肩を持ってくれた所はあ
りません。アメリカですら、今尖閣諸島問題・竹島
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言っています。その後、国務長官のオルブライト大
臣が訪朝し、「クリントン大統領が訪朝され、平和
協定を結び国交正常化をしていただくならば、我々
はその日をもって反米をやめる」「中韓米軍撤収に
ついては苦言しない」と金正日から直に言われまし
た。何度も顔を見るほど驚いて、帰国後、クリント
ンに報告しました。金正日代理の軍 No.1の国防委
員会第１副委員長を特使として送り、軍服でクリン
トンと握手をしました。皆さん、朝鮮戦争はまだ終
わってないんですよ。停戦状態のままです。ホワイ
トハウスでアメリカ最高司令官と北朝鮮の軍 No.1
が握手するなんて、米朝の雪解けは間近だと確信し
ました。しかし、訪朝しようと思った時に中東紛争
が起きて実現しませんでした。そして、その１ヵ月
後の大統領選挙で後継者のゴアが共和党のブッシュ
に世紀の僅差で逆転負けしてしまいました。その瞬
間に訪朝が流れてしまいました。もう１歩のところ
でクリントン会談、米朝電撃関係改善。もし、そう
なっていたら、今日の拉致問題、核・ミサイル問題
はここまで引きずらなかったんではないでしょう
か。次のブッシュ大統領との仲裁に入った人が小泉
総理なんです。２度平壌を訪問し、２度目の時は打
ち解けていたんです。金正日は小泉総理にブッシュ
大統領との仲だちを依頼しましたが、ブッシュ大統
領は、今、金正日に会えば相手の術中にはまってし
まうので「ＮＯ」と言ったんです。「残念ながらだ
めだった」という一報を聞いて、その１ヶ月後にテ
ポドンを打ち上げ、３ヶ月後に初の核実験を行ない
ました。これにブッシュが驚いて11月にベトナムへ
行き、「金正日が核を放棄するならば、直接会って
休戦協定・平和協定に署名してもいい」と言ったの
ですが、小泉総理からすれば遅いということですよ
ね。６月に決断してくれていれば、ミサイル発射も
核実験もなかったんですから。これまた、失敗した

問題については明言を避けています。肩をもってく
れた国は北朝鮮だけです。金丸さんが訪朝した時に
日本ブームが起きたんです。大学には日本語学科が
でき、日本を学び日本語を勉強しようと。直後に経
済人たちが訪朝した時に、技術設備が欲しいと言わ
れたそうです。西ドイツから輸入しているが、説明
書が読めなくて動かせないと言うんです。日本の機
械なら今すぐにでも動かせるんだ。だから国交を結
んで、技術・設備を得たいと言っていたんです。金
丸氏の時はパーになり、それから12年後、息子の
金正日が、小泉さん相手に親父が果たせなかった国
交正常化に対して拉致問題に腹をくくらなくてはな
らなかったんです。それまでは、「拉致は言いがか
りだ、やってない」と言っていたのに、認めざるを
得なかったんですね。日本の資金・設備・技術に国
交正常化がかなわないので、認めたんですね。これ
は、大変なことだったんですよ。金正日が拉致を認
めるということは気でも狂われたのですか？という
ぐらいのことですね。金正日に力があったものです
から、側近たちの反対を押し切って敵国総理に自ら
の国家犯罪を認めてしまったんです。経済協力欲し
さに認めたのに、反対に経済制裁をくらってしまっ
たんです。1942年生まれで戦前生まれですが、植民
地統治も何も知らない世代なんですね。ああいうい
い加減な対応なので日本は怒って経済制裁をくわえ
たが、北朝鮮からすると、反対した軍首脳部の方が
正しかったということになってしまった。金正日に
とってつらいところでしたね。３代目金正恩が、「祖
父・父ができなかったことを」と願っていればと思
いますが、父のやっていることをそのままそっくり
真似していますね。

金正日が2000年アメリカのクリントン大統領と
会談しようと思い、その前に南北首脳会談をして、
金大中氏にクリントン大統領に顔を繋いで欲しいと

〒456-0063　名古屋市熱田区西野町１－２
TEL  （052）671 - 4126
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ます。
テレビで話せるのは４・５分程度で、聞かれるこ

とだけに答えますので、私の言いたいこと、伝えた
いことがなかなか伝わりません。ですから、いつも
フラストレーションがたまるんです。こういう場が
最高なんです。この話の続編がまだあるんですよ。
あと１時間半くらいあればもっとこまめに説明がで
きるんですが。拉致問題につきましては、北朝鮮は
死亡したと言っていますが、私はそうは思っており
ません。他に拉致した人はいないといっていますが、
私はそうは思いません。これをどうやって対決すべ
きかという策についてですが、金正日の時は「知ら
なかった、部下が勝手にやった」「調べてみたらいた」

「申し訳ない」で済んだんです。そして、亡くなるま
で「もういません」「後は全員死んでおります」と回
答してきました。金正恩は、「亡くなっていませんで
した、まだ、生きていました」「他にもいました」と
言わなくてはいけませんね。ということは、親父が嘘
をついていましたということを公にしなくてはなり
ませんね。これは、難しいことですよ。朝鮮半島で
息子が出世や名誉のために父親を犠牲や踏み台にす
ることはまずないですね。「拉致問題の解決は決して
悪いようにしない」「北朝鮮にとって最も信頼できる
パートナーは日本だ」ということを発信するという
ことですね。そうすれば決着すると思うんです。飯
島さんが北に行った時に、「拉致問題を解決してくれ
たら決して悪いようにしない」と言ったら、「安倍総
理がいらっしゃってくれたら決して悪いようにしな
い」と言ったそうです。「決して悪いようにしない」
というところをもう少し詰めていけば、この話はま
とまるんじゃないかなと思いますね。参院選挙後に
安倍総理は動くんじゃないかなということで、注目
していただきたいですね。また、その辺りで呼んで
いただければと思います。ありがとうございました。

んです。そして、次は３代目の金正恩ですが、アメ
リカバスケットボール選手のペッドロッドマン氏に
オバマ大統領に電話をくれるように依頼しました。
結局、オバマ大統領から電話はなく、「休戦協定破棄
だ」「ケソン工業団地一方的閉鎖だ」と暴れていまし
たね。こんな時に日本が仲裁に入って助言し、アメ
リカが受けいれてくれて事が運べば、日本は北朝鮮
やアメリカから評価をうけることになり、拉致問題
も一気に解決するでしょうね。日本の国連安保常任
理事国入りも間違いないでしょうね。そういった思
い切った大胆な外交を、私はやっていただきたいと
思います。それが、日本の国益、安全、平和に直結
するということですね。もっと言いますと、反日国
家の北朝鮮を、親日にまでもっていけなくても知日
にまでもっていければ日本の国益になると思うんで
す。1990年の金丸氏訪朝の時に日本ブームが起き
たことを知っているだけに、残念なんです。ザック
ジャパンがワールドカップ第３次アジア予選が平壌
で試合があった時、唯一、日本は負けました。負けた
理由の一つの北朝鮮サポーターたちの日本に対する
ブーイングは、まだ記憶にあります。すさまじかっ
たですよね。ああいうブーイングをさせるのが北朝
鮮に対する日本の外交の目的なんですか。日本は北
朝鮮をああいう国にしたいんですか。違うと思うん
です。あんなブーイングをさせてはいけない。反日
を親日じゃなくても知日に。北朝鮮を日本がとりこ
むこと、少なくとも中国から引き離すことが、今後
の日本の進むべき道ではないかと思うんです。何度
も申し上げます。日本が北朝鮮に入っていけば、両
国とも潤うということは間違いないでしょう。資源
外交の見地からも安全外交の見地からも、もちろん
人道上の見地からも、拉致問題の早期解決がいかに
大事かということが皆さん方に強調できれば、私に
とってはこちらに来て話しがいがあったと感じてい
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愛知東邦大学地域創造研究所では、2011年３月
11日の東日本大震災直後から、地域防災に関する観
点で研究会を開催してきました。これまでの研究会
のあらましをご報告させていただきます。

2011年度は、被災地の実態から学ぶことを基本
に、「東日本大震災研究会」として４回の研究会を開
催しました。

第１回「東日
本大震災―この
目で見た被災地
の姿―」（2011/
５/27）では、被
災地で救援活動
に参加された名

古屋市消防局消防隊員 纐纈吉博氏からお話を伺い
ました。震災直後、名古屋市消防局がどのように動
き被災地まで行ったのか、猶予のない厳しい状況が
映像資料とともに迫り、想像を絶する現状報告に言
葉を失くし胸が詰まりました。この研究会終了後に
多くの地域参加者から継続開催を希望する声が多数
寄せられたこともあり、新たな視点で問題提起して
ゆくスタートの会となりました。

続く第２回「東日本大震災」研究会（７/15）は、
テーマを「東日本大震災とボランティア」とし、被

フレンズ・TOHO　「協賛企画」報告

　フレンズ・ＴＯＨＯは、東邦学園に関わる団体の様々な企画に協賛させていただいております。今回は、愛
知東邦大学地域創造研究所主催の「減災研究会」、そして、東邦高等学校主催の「スピーチコンテスト」について、
関係の皆さまからご報告いただきました。今後もこの活動は続きますので、機会がございましたら、是非、ご
参加下さい。
　また、上記の他、大学准教授大勝先生のゼミ生が主催した「東邦学園創立 90 周年記念　少年サッカー大会」、
大学吹奏楽団「定期演奏会」にも、ささやかですが協賛金を贈らせていただきました。

愛知東邦大学 学術情報課長　黒栁　好子
（愛知東邦大学地域創造研究所 事務局）

「減災研究会」報告
地域創造研究所

災地で支援活動に携られている「NPO レスキュー
ストックヤード」代表理事 栗田暢之氏から現地の
ボランティア活動についてお話を伺いました。やり
場のない被災者の心にボランティアはどのように寄
り添い支えることができるのか、ボランティアが果
たしている役割について力強いメッセージをいただ
きました。さらに東邦高校生の被災地ボランティア
活動報告がありました。高校生が受けた衝撃は大き
く、「３月11日」と書かれた教室の黒板を見たその
時から、自分たちに何ができるのか自問自答の日々
であったようです。第３回（10/21）も第２回と同
じテーマで、本学園の高校生、大学生、教職員のボ
ランティア報告会としました。第４回は「東日本大
震災から学ぶ巨大地震への備え」として、予測され
る東海・東南海地震の危険、減災のために自助・共
助・公助はどう連携すべきかについて、防災専門家
の工学院大学教授三好勝則氏と愛知県防災局原田信
一氏、名古屋市消防局 木全誠一氏、地域代表とし
て防災担当の佐藤 
弘氏からお話を伺
いました。この年
の４回の研究会と
本学東邦高校生と
大 学 生 の ボ ラ ン
ティア諸活動をま

2011 年度第１回「東日本大震災」
研究会 2011. ５.27

2011 年度第４回「東日本大震災」
研究会 2012. ２.11
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とめ、地域創造研究所叢書19号『東日本大震災と被
災者支援活動』（2013. ３ 唯学書房）として刊行し
ました。

2012年度は、災
害時における「減
災」に重点をおい
て「地域減災研究
会」とし、第１回か
ら第３回まで、い
づれも名古屋市消

防局のご支援を受けて実施することができました。
第１回「地域の成り立ちを知り、防災力を高めよ

う―南海トラフ巨大地震に備えるために―」（2012/
７/21）では、名古屋市消防局 木全誠一氏から日本
列島のプレートの動きから名東区の成り立ちまで、
詳細なデータをもとにお話していただき、地元の参
加者にとり貴重な情報を提供していただきました。

自分たちが住ん
でいる地域の成り
立ちを知ることか
らスタートした研
究会は、第２回「街
を歩いて、身近な
地域の成り立ちを
知り、防災力を高めよう」（11/10）に引き継がれま
した。この研究会には名古屋市消防局 木全誠一氏、
吉田博氏、西尾未来氏を講師にお迎えし、参加者と
一緒に紅葉がはじまった名東区内をマイクロバスと
徒歩でまわるフィールドワークを実施しました。各
ポイント地点でその地域の成り立ちや災害の記録な
どの説明を受け防災の観点から地形をどのようにと
らえることができるか学習しました。

第３回は「皆で話し合い、身近な地域の防災力を
高め、災害による被害を減らそう」（2013/ ２/ ９）
をテーマに第２回のフィールドワークを受け、第２
回の講師に加えて新たに同所属の山田尚功氏をお迎
えし、ワークショップ形式で開催しました。地震が
発生したと仮定し、個人または家族で何をするかな
どグループごとで熱心な話し合いがもたれました。

一年を通した３
回の研究会で地
域の方々が得た
知識、情報を具
体的な減災行動
に結びつけてい
ただくことがで

きれば幸いです。
2013年度は、大規模地震災害に対する「備え」を

考えるため「その時何が起こったか？何が必要か」
をテーマとして、現実に震災と津波被害を経験した
被災者の皆様からその体験談も踏まえた当時の状況
をお話していただく研究会としました。

第１回「かけが
えのない命を守
る―東日本大震
災からの教訓―」

（2013/ ６/22）で
は、女川中学校教
諭 佐藤敏郎氏を
お迎えし、現職教諭としてどのように被災した子ど
もたちと向き合ってきたか、その厳しい過程が報告
されました。講演中に紹介された『女川一中生の句　
あの日から』（小野智美編　羽島書店発行）は子ども
達が詠んだ句集です。国際宇宙ステーションへ句集
を打ち上げるという提案があり、それを佐藤氏 ( 国
語担当 ) に託されたことから始まりました。佐藤氏
もまた、大切なお子様をこの震災で亡くされており、
その痛み苦しみを知る立場であるがゆえに子どもた
ちの重荷にならないか不安の中での取り組みであっ
たようですが、２回目の授業の際には多くの子ども
たちが震災と向き合っていたそうです。「五七五」に
込められた子どもたちと佐藤氏の想いが伝わってき
ます。是非ご一読ください。

第２回は会場を津島市文化会館に移し、平山学園
清林館高等学校様のご支援のもと、共催して開催す
ることになりました。第１回と同様、佐藤敏郎氏を
講師にお招きし、「学校として子どもたちをどう守
るか―東日本大震災からの教訓―」（10/ ５）と題し

第２回「地域減災」研究会
2012.11.10

第３回「地域減災」研究会
2013. ２. ９

第１回「地域減災」研究会
2012. ７.21

第１回減災研究会
2013. ６.22



（11）第 36 号

て、子ども達の命
をあずかる教育機
関として日頃から
どのように防災に
取り組むかについ
てお話していただ
きました。災害時
により甚大な被害

が予想される地域での開催に教育関係者の関心も高
く、研究会始まって以来の200名を超える参加者数
となりました。第３回は、2014年２月20日に津島

文化会館で開催する予定です。

このようにさまざまな視点で「あの日」を地域の
皆様とともに考えてまいりました。これまでの研究
会で講師の皆様からいただいた数々の教訓を、必ず
来る「その日」のために役立てていただけることを
願っています。

地域創造研究所では地域の皆様と連携し、より良
い地域社会を築くための提言をこれからも続けてま
いります。今後とも皆様のご支援ご協力のほど宜し
くお願い致します。

第２回減災研究会
2013.10. ５

東邦高等学校国際交流室は、英語や国際交流に関
心を寄せる中学生の日ごろの学習成果を発表する場
として、中学生英語スピーチコンテストを企画して
います。今年度は第８回目となりましたが、第１回
目よりフレンズ・TOHO には後援をいただいてお
ります。本企画への深いご理解とご協力に、深く感
謝申し上げます。

本校の英語スピーチコンテストは、自分で意見や
考えをまとめて発表するスピーチ部門と本校が指定
する原稿を暗唱朗読するレシテション部門の２つの
部門に分かれています。多くは愛知県内の中学校か
ら約160名が参加し、にぎやかにそして真剣に行わ
れています。発表は、ただ英文を読み上げるだけで
なく、発音やイントネーションに注意を払いながら
英単語一語一語を丁寧に扱い、身振り手振りも含め
て感情豊かに聞き手に届けようと真剣です。

考えてみれば、人前に立って話をするということ

東邦高等学校　国際交流室長　伊藤　保憲

第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて第８回「中学生英語スピーチコンテスト」を終えて

は日本語でさえ緊張するものですが、英語で発表す
ることには大変な勇気がいることでしょう。どの出
場者も、当日を迎えるまでに時間をかけて練習を重
ねてきたことと思います。英語で話す勇気と、このコ
ンテストのためにたくさんの練習をしてきたその努
力に対して心からの敬意を表するものであります。
また、指導される中学校の先生方の情熱にも敬意を
表するものです。
「国際化」という言葉はすでに古くなり、あらゆ

るものが「グローバル化」していく中で、現代の若
者は英語を使うことにより積極的な姿勢を持つこと
が求められるでしょう。東邦高校国際交流室は、多
文化の中で生き抜く力を持つ人材を育成する場とな
り、地域社会、国際社会で活躍する人材育成の場と
して貢献できればこれに勝る喜びはありません。

今後ともご支援のほどよろしくお願い申し上げま
す。
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８ 月 ５ 日（ 月 ）、
東邦高等学校理科実
験室において、第２
回「親子理科実験講
座」を開催いたしま
した。講師は高校理

科教諭の稲葉益夫先生、助手を務めてくれたのは高
校理科助手の酒井拓哉さんです。

この日は３種類の実験を行いましたが、とりわけ
人気だったのが、「液体窒素実験」。

液体窒素の入った容器の蓋を開ければ霧のような
煙がただよい、「ちょっと手を出してみて」という稲
葉先生の呼びかけに、おっかなびっくり手を出す子
どもたち。液体窒素に触れた瞬間、「冷たーい」「ワー

８月10日（土）、暑い暑い愛知東邦大学体育館を
会場に、「東邦学園創立90周年記念　小学生ドッジ
ボール大会　トーくん杯・ホーちゃん杯」を開催いた
しました。初めての企画で、中には全国大会に出場

　フレンズ・ＴＯＨＯは、長い夏休みを利用して、一般会員の皆さま、地域の皆さま対象に「夏の子ども企画」
を実施いたしました。
　2013 年は、昨年に続きまして「第２回 親子理科実験講座」、昨夏初めて開催いたしました「親子スィーツ
教室」、地域の子どもたち対象の「東邦学園創立 90 周年記念　小学生ドッジボール大会　トーくん杯・ホーちゃ
ん杯」を実施いたしました。いずれの企画につきましても、参加されました皆さまから「楽しかった」「また
参加したい」との声をいただき、スタッフ一同、とても嬉しく思っております。

オ」の声、声、声。バナナを入れればカチンコチン、
花も瞬間に凍ってしまいます。参加した子どもたち
はもちろんですが、付き添いでいらっしゃった保護
者の方々も、一様に驚きながら、「ちょっとやらせ
て」と子どもたち以上に楽しんでみえました。

日頃、こうした実験をする機会の少ない子どもた
ちは、「えーっ」「すごーい」の連続で、大いに盛り
上がっておりました。参加者は15名で、昨年より
少しばかり少なめではありましたが、昨年に続いて
の参加者もみえ、「来年
は、また新しいことを
�」との子どもたちの
期待の声が聞こえてき
ました。

できるようなチームもあり、戸惑うことや準備不足
のことなどもありましたが、名古屋市ドッジボール
連盟、名東区体育協会のご協力はもちろん、大学の
有志・男子サッカー部・卒業生などの学生ボランティ

《親子理科実験講座》

《ドッジボール大会》
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ちろんです
が、女の子
のボールも
大 人 顔 負
け、ビック
リするよう
なスピードと迫力で、審判補助を務めたサッカー部
の学生が目を見張る瞬間がしばしばありました。
「90周年記念」と銘打って第１回を開催した大会

ですが、来年は、学びの一環としてプログラム化し、
主体を大学生に移す予定です。地域の方々との協力
関係も強めたいと願っております。今後も、様々、
ご支援いただければ幸いです。

８月22日（木）、東邦高等学校食物実習室において、
「親子スィーツ教室」を開催いたしました。参加者は
４組の親子を含む17名。さすがスィーツ好きの集ま
りで、終始、賑やかな会話が飛び交っていました。

メニューは「マーブルケーキ」「カラフルクッキー」
「クリームチーズプリン」の３種類。講師を務めて下
さった川江里香さんは「甘いものなら何でも来い」
の腕前で、「すっごい簡単ですから」の言葉から教室
は始まりました。
「マーブルケーキ」はスイーツの定番とあって、

どの参加者もニコニコしながら取り組んでいました
が、模様を綺麗に入れるのは思ったより難しく、ナ

イフを入れて「あ
れーっ」の声。講
師の川江さんの焼
いたケーキと比べ
て「負けた�」。
「カラフルクッ

キー」は、基本・ピンク
（ミックスベリージャム
と赤色の色粉）・みどり

（ホワイトココアと緑色
の色粉）・茶色（ココア）
の４種類。テーブルでは、
お母さんに助けられながら懸命に粉をこねるかわい
らしい姿が見られました。色もさることながら甘ー
い香りが部屋中に満ちていました。
「クリームチーズプリン」は��、ゼラチンも入れ、

ミキサーで均等に撹拌もしたはずなのですが、何故
か固まりません。川江さんの「失敗なんてありえな
いんだけど�」の一言に、参加者は、「何としても固
めよう」とプリン容器を冷蔵庫から冷凍庫へ。アイ
スキャンディー風プリンもなかなかの味でした。

２時間の予定が２時間半の実習となりましたが、た
くさんのクッキーとマーブルケーキ１本のお土産に、
参加者はどの顔も満足げ。次の機会をお楽しみに。

《親子スィーツ教室》

アのおかげで成功裏に終えることができました。
当日は、選手はオフィシャルチーム16チーム・

ジュニアチーム10チームで約430名、役員・審判が
31名、保護者が約100名、愛知東邦大学学生ボラン
ティア（卒業生を含む）が29名、東邦学園関係者が
９名で、計600名超の参加者で体育館は熱気に包ま
れました。

どの選手も真剣
そのもの、体育館
の暑さをものとも
しない熱戦となり
ました。男の子の
投げるボールはも

鉄・非鉄 解体リサイクル 

〒442-0001 愛知県豊川市千両町下ノ市場 107 番地２ 

 TEL ： 0533-85-1551  

FAX ： 0533-85-2867 

常務
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2013 年「秋の企画」報告

10月14日（祝・月）、愛知東邦大学において、第
２回「おいしい珈琲の淹れ方と飲み方」を開催いた
しました。講師は、昨年に続き富士コーヒー株式会
社社長の塩澤敏明さんと生産部の内藤さんです。

第１部は、塩澤さんによる「講義」。２年間、ブラ
ジルに渡ってコーヒー修行をされた塩澤さんのお話
は実感を伴っており、わかりやすい上に現地の環境
や人々の様子も伺える楽しいものでした。コーヒー
ハウスが最初にできたのは1554年のイスタンブー
ル。この時代、社交場に女性は入ることを許されず、
コーヒーはもっぱら男性の飲み物だったとか、日本
で最初にコーヒーを飲んだのは、1806年、ロシア
が蝦夷に攻め入った時、防衛軍として戦った津軽藩
士だったとか。また、今や当たり前になっている缶
コーヒーは、大阪万博の時に初めて発売されたとか。
次々と興味深い話が語られ、あっという間の１時間
でした。

第２部は「実演」です。内藤さんが３種類の抽出
機（フレンチプレス・サイフォン・ドリップ）を使っ
てコーヒーを淹れて下さり、味合わせていただきま
した。参加者全員が「違いのわかる」コーヒー好き
であったかどうかは不明ですが、コーヒーの香りに
包まれた幸せなひと時となりました。参加者も実際
にコーヒーを淹れさせていただきましたが、なかな
か思うようには淹れられず、「プロは違うなぁ」と思
わされた瞬間でもありました。

最後に、「おいしく淹れるポイント」をいくつか伺
いましたが、１つ、「コーヒーは淹れ
始めてから４分以内に」「これ以上の
時間をかけると『おい
しくない成分』が出て
しまう」そうです。是
非、参考にして下さい。

《コーヒー講座　第２弾》
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秋も深まった11月、
東邦学園榊理事長を
講 師 に お 迎 え し て、

「ニュース そうだった
のか」連続講座を開講
いたしました。参加者
は延べ58名で、３回を
通して参加された方が
11名みえました。フレ
ンズ会員の皆さまだけでなく、地域の方にもご参加
いただきました。

第１回（11/ ６）は「政治の動きに詳しくなろ
う」。歴代の首相の在任期間と時代的な背景を示しな
がら、それぞれの首相の個性や業績をお話しいただ
きました。時には、榊理事長ご自身の新聞記者時代
のエピソードも交えてのお話は、難しい内容も楽し
く聞くことができました。特に印象に残ったのは、
小泉首相の時を契機にして「世論の動向」が政治を
大きく変えてきたこと、そして、事実上の任免権者
が時代とともに変わってきた、つまり、「日本の針路
を決めるものは選挙である」との言葉でした。

第２回（11/20）は「日本の外交に詳しくなろう」。
「沖縄」問題を中心にしながら、「北方四島」「竹島」
「尖閣諸島」問題までに及ぶ話は、非常に興味深いも
のでした。ひとつ一つの問題は、決して分離して考
えるものではなく、日本を取り巻く情勢と深い関係
にあるのだと考えさせられる講座となりました。

最後の第３回（12/ ４）は「憲法のことに詳しくな
ろう」。憲法改正が話題に上る昨今、「何を変えよう
としているのか」を、自由民主党の「日本国憲法改
正草案」のポイントを示しながら解説していただき

ました。大切な問題
だとは思いつつも、
なかなか自分の事と
して感じにくい事柄
ですが、私たちひと
り一人が関心をもっ
て見守ることの重要
性を実感いたしまし
た。

３回を通じて、予想していた以上に活発にご質問、
ご意見が出されて盛り上がり、皆さまの関心の高さ
を感じる講座となりました。

「連続講座」を受講していただいて
東邦学園理事長　榊　　直樹

講座は、フレンズ会員の皆さまの中に、政治
の動きに強い関心をお持ちの方々がいらっしゃ
ると感じており、何らかお応え出来ないかと開
いたしだいです。東邦学園で現在の役をいただ
く前の32年間は、新聞記者を務めており、政治
の権力闘争を眼の前にした体験もあったからで
した。

受講の皆さまには、実に熱心に聴いていただ
きました。さらに２回目の途中からご質問が飛
び出し、３回目は「ディスカッションをしま
しょう」というご提案をいただき、ちょっとし
た「白熱教室」の雰囲気にもなりました。

もしも、今回参加して下さったような方々が
国民の多くを占めているなら、国民世論は思慮
深く、バランス感覚もあり、日本はその針路を
過たないだろうと感じました。

また機会があれば、話題を新たにして、講座
を開かせていただきます。ありがとうございま
した。

《シリーズ「ニュース そうだったのか」連続講座》
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夏真っ盛りの８月３日（土）、長野県の赤沢自然休
養林へ行って来ました。

当日は、参加者の集合時間が７時50分だったので
すが、バスが到着したのは７時45分。正直、ちょっ
と心配しましたが、出発してからは極めて快調に進
みました。

道中は、ガイドを務めていただいた岡田保さん（自
然と親しむ会世話役・フレンズ TOHO 会員）の、
わかりやすいと同時に興味深い解説が続き、バスの
中は次第に盛り上がって行きました。阿寺断層はバ
スを下車して見学し、桃助橋・下出橋のところでは
東邦学園・下出家とのつながりが語られました。阿
寺断層は、想像していた以上にくっきりと見え、「学
生時代は地学が苦手だったなぁ」「もっと早くにこう
して実物を見たかったなぁ」と談笑しながら見学さ
れる参加者もいらっしゃいました。

予 定 通 り、
11時には赤沢
自然休養林駐
車場に到着。
いよいよ散策
です。今回は

「冷沢コース」
を 歩 き ま し

た。冷沢コースは、赤沢一帯の最深部を歩くもので、
木曽ひのきの立ち並ぶ景観は見事なものでした。ふ
れあいの道を経由して「丸山渡停車駅」まで進み、本

谷橋へ向かっ
て森林鉄道の
軌道跡を歩き
ました。途中、
トロッコ列車
が走るのも見
ました。今回
は乗車しませんでしたが、「一度、乗ってみたいなぁ」
と思わせる、情緒ある風景でした。本谷橋を渡って
椹窪までは峠道。木々の間から漏れる陽の光は穏や
かな温かみのあるもので、風の爽やかさ、涼しさと
あいまって、実に心地よい時間でした。

お昼ごはんは、途中、上松駅前の料理店で仕入れ
たお弁当。もともとの美味しさに、ひのきの香りや
可憐な花たちが彩りを添え、とっても美味しくいた
だくことができました。

帰りには、国道19号線沿いの「大桑道の駅」に
てしばしの休憩。皆さん、地元の野菜や木の器、名
産品などに目が向き、それぞれにお土産を買い込ん
で帰路につき
ました。東名
高速道路名古
屋インターを
出たのが、午
後５時15分。
楽しい旅が終
わりました。

自然と親しむ会

木曽ひのきの森　赤沢自然休養林を歩く木曽ひのきの森　赤沢自然休養林を歩く

誰にでも読みやすい UD フォントを使用しています

P-B10023

これで今年２回目でしょうか。列島各地に大雪が降り、日本中が混乱しています。
交通網の混乱は言うまでもないのですが、降雪４日目になっても、孤立している集落や雪に阻まれて抜け

出せずにいる車が千台を超えているとか。食料や燃料、トイレやお風呂など、日頃は当たり前に過ごせてい
る１つ１つが、思うようにならない。実際に巻き込まれている方々のことを思うと、心が痛みます。

一方で、嬉しい話も聞きました。長野県の軽井沢町で災難にあわれている方々に、地元の皆さんがカレー
などの炊き出しをして支援されたとか。ほっとすると同時に、「お互い様」「助け合って」の心を見た気がし
て、嬉しくなりました。
「自然を敬う」「自然と共存する」と口にするのは簡単ですが、改めて自然の怖さを実感すると同時に、「自

然に生かされている」ことを胸に刻みたいと強く思いました。

編集後記


